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研究構想図 

   【研究主題】 
生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 

―授業におけるＩＣＴの効果的な活用の研究― 

【仮説】 
授業の目標を明確にし、ＩＣＴを効果的な活用にしてくりかえし学習する

ことや言語活動等を進めることで、生徒の学習意欲の向上と 
学力の定着を図ることができるだろう 

・先行研究から学ぶ 
・めざす授業の設定 
・指導内容の共有 
・指導方法の改善 
・より深い生徒理解 

基礎研究 

・学習指導案の工夫 
・本時の目標の明確化 
・ICTと言語活動の導入 
・本時の振り返り、 
 自己評価を行う 

生徒へのアンケート 
（１年次・２年次） 

教員へのアンケート
（１年次・２年次） 

授業研究 調査研究 

【成果と課題】 

・「聞く」「書く」学習が多い 
・基本的な学習内容が定着して  
 いる生徒が多い 
・論理的な思考が課題である 

・授業の目標設定があいまい 
・発問と板書だけの講義が多い 
・知識に関するやりとりが多い 
・教材研究に熱心な教員が多い 

生徒の実態 教員の実態 
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研究の概要 

研究の目的 学習意欲と学力の向上 

授業の目標を明確にし、ＩＣＴを効果的に活用して繰り返し学習や言語活動等を
進めることで、生徒の学習意欲の向上と学力の定着を図ることができるだろう。 

「学力」とは・・・ 
 ① 基礎的・基本的な知識・技能の習得 
 ② 思考力・判断力・表現力等の育成 
 ③ 主体的に学習に取り組む態度の育成 

生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

研究主題と仮説、基本構想 

ICT ◎授業の目標（ねらい）を達成
する工夫                                        
○ＩＣＴ機器の活用の工夫 
○教材開発（自作コンテンツ） 
○教材の共有化 
○形態や発問の工夫 など 

◎生徒の学習状況の理解 
○学習習得確認調査の活用 
○授業の記録や分析の工夫 
○習熟度やつまずき等の把握 
○形成的評価の試行 

 
◎世田谷区教育要領に沿った 
 授業の目標（ねらい）の明確化 
○言語活動の充実 
○繰り返し学習する内容 
○発展的に学習する内容 

Ａ 指導内容 

Ｂ 指導方法 Ｃ 生徒理解 

授業の見直し 
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「Ａ 指導内容」「Ｂ 指導方法」「Ｃ 生徒理解」の３つの視点から、授業の見直し
を行うことにした。 



基礎研究 

先行研究から学ぶ 

生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

ICTと学力 
○ICT活用の効果 
 平成18年度のメディア教育開発センター
の調査によると、ICTを活用した授業を行っ
た場合、知識・技能の定着や思考力・表現
力の育成に影響することがわかる。 
 また、ICTには、下表のように、大きく分け
て直接的な効果と間接的な効果がある。こ
の２つの効果により、ICTを活用した授業を
行うことが、学力と学習意欲の向上につなが
ると考えた。 

○授業におけるICTの活用 
  下表のように、板書とICTの使い分けや、授業におけるICT活用の場面について整
理した。 

中川一史 日本視聴覚教育協会 改編 

１ 関心・意欲を拡充する 
２ 繰り返しにより理解を補完する 
３ 焦点化により、知識を補完する 
４ 拡大提示により、イメージ化を助ける 
５   共有化により、話し合い活動を活性 
      化する 
６ 視覚化により、思考を深化させる 

直接的効果 

７ 授業準備が軽減される 
８ 本時の目標を追求するための 
   時間を確保できる。 

間接的効果 

長所（をいかす） 短所（を補完する） 

黒板 ・板書（学習内容、思考の 
 履歴など）を残せる 
・臨機応変に記録できる 
・提示物（カードなど）を 
 自由に移動できる 
・提示面が広い 
・教員の板書速度と生徒が 
 ノートに書き写す速度が 
 ほぼ同じ 

・複雑な図などは相応な技術と  
 時間が必要 
・板書している間、生徒を把握 
 しにくい 
・習熟度が十分でない生徒は 
 集中力が持続しない傾向が 
 ある 
・拡大コピーなどは見にくく、 
 準備に時間がかかる 

 
 
スク
リー
ン 
画面 
（ICT） 

・生徒と向き合いながら展開 
 できるので、生徒を把握し 
 やすい 
・板書する時間を短縮できる 
 ので活動時間を確保できる 
・写真や図などの準備がしや 
 すく時間を短縮できる 
・アニメーションや動画を 
 提示でき、わかりやすく、 
 考え方を共有できる 

・前の提示が消えるので、残し  
 ておく必要がある学習内容を 
 どう取り扱うか、明確にして  
 おく必要がある（板書計画） 
・提示面が狭い 
・臨機応変に内容を変えにくい 
・展開のスピードが速くなり 
 がち 

併
用 

導入 展開 まとめ・終末 

学習に対する
興味・関心を
高め、注目さ
せる 

授業の目標
や課題を明確
につかませる 
 
 

わかりやすく
説明したり、
思考や理解を
深めたりする 

学習内容をま
とめる際に知
識の定着を図
る 

モデル・手本の提示 

失敗例の提示 

比較、調べ学習 

教員の説明・発問・指示、生徒に考えさせる写真・絵の提示 

体験の代行 

繰り返し 

振り返り・整理 振り返り 

ICTを活用する場面 

IC
T

を
活
用
す
る
目
的 

生徒の発表 

動機付け 

体験の想起 

目標（課題）提示 目標の振り返り 目標（課題）確認 

演示できない動画の提示 

わかりやすいアニメーションの提示 
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  基礎研究 

学習内容 

○学習定着率 
 米国ナショナルトレーニングラボラト
リーの調査によると、講義（レクチャー
スタイル）の授業では、学力の定着は
５％であり、視聴覚教材を使うと４倍
の２０％まで向上する。一方で、体験
学習が、より生徒たちの知識の定着を
図ることができるとしている。生徒同士
の教え合いのある授業では、学習定
着率が９０％と、とても高い。 
 このことから、ICTは視聴覚教材とし

てだけでなく、演示や疑似体験、話し
合いや教え合いにも活用できるので
はないかと考えた。 

○言語活動の充実（世田谷区教育要領） 
 「豊かな人間性」 「豊かな知力」 「健やかな身体」 を育成する。 
 「豊かな人間性」 「豊かな知力」などの基盤である「ことば」を大切にし、「こと
ばの力」の育成をすべての教育の基盤に位置付けている。 
 また、知的活動やコミュニケーション、感性・情緒の基盤として、「言語活動の
充実」 を教育内容の主な改善事項に取り上げている。 

先行研究から学ぶ 

Demonstration 
30％ 

Discussion Group 
50％ 

Practice By Doing 
75％ 

Teaching Others 
90％ 

話し合い 
50％ 

教え合い 
90％ 

体験 
75％ 

Lecture 
５％ 

Reading 
10％ 

Audio Visual 
20％ 

講義 
視聴覚 

出典：National Training Laboratories 

学習定着率「Learning Pyramid」 

○「教育の情報化に関する手引き」の活用  
 文部科学省による教育の情報化に関する指針をもとに、学習活動の充実を
図った。 
  第１章第２節「教育の情報化」 
   「情報教育」、「教科指導におけるICT活用」、「校務の情報化」 
  第２章「学習指導要領における教育の情報化」 
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生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

指導と評価 

○教育評価の機能による３つの分類 
   【ベンジャミン・ブルーム】 

 
●診断的評価 
 学習指導を行う前に実施し、指導を行う前の時点での学習者の学力やレディネスを評価
する。教員はこの情報を元に指導の計画を立てる。 
 
●形成的評価 
 学習指導の途中において実施し、それまでの指導内容を学習者がどの程度理解したか
を評価する。教員はこの情報を元に指導の計画を変更したり、理解の足りない部分につい
て、あるいは足りない学習者に対して補充的な指導を行う。 
 
●総括的評価 
 学習指導の終了後に行い、学習者が最終的にどの程度の学力を身に付けたかを評価
する。成績をつける際に使用するほか、教員が自らの指導を省みる材料としても用いるこ
とができる。 
   

○学力に与える影響の強いもの 
 学力に与える影響が強いものとして、形成
的評価の実施がとても高い数値を示してい
ることが右表から分かった。 
 研究を進めるにあたり、より効果的に学力
の向上を図るため、ICTを活用して効率的に
形成的評価をしながら、指導内容や指導方
法についても日々省みることができないかを
追求することも視野に入れることにした。 

先行研究から学ぶ 
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  基礎研究 

本校がめざす授業 

◎目標を明確にした授業構造づくり 

目標に準拠
した評価 

指導内容 
指導方法 

教科の目標 

分野・領域等の目標 

単元の目標 

本時の目標 

○目標の設定 
 あらためて、世田谷区教育要領を確認し、
教科の目標、分野・領域の目標、単元の目
標、本時の目標を見直す。 
 授業ごとに目標を明示することによって、
以下のことが期待できる。 
 
●生徒：・授業への取り組み方が変わる。 
      ・目標に沿った自己評価ができる。 
●教員：・目標を達成させるための指導内 
       容、指導方法を考える。 
      ・目標に沿ったテスト等の作成と適 
       正な評価ができる。  

○目標に応じた指導内容・指導方法 
  「基礎的・基本的な知識・技能の習得」や
「基礎・基本を活用した思考力、判断力、表
現力等の育成」という目標のもと、その目標
に適した指導内容、指導方法を考え実践す
る。その中で、必要に応じて話し合い活動等、
思考を深める指導方法を行う。 

○目標に準拠した評価 
  単元の目標、本時の目標を反映した定期
考査や小テストの問題を作成する。生徒の
自己評価など、本時の目標に対する評価の
在り方を工夫する。 
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□デジタル教科書 
□デジタルコンテンツ・教材 
□電子黒板 
□実物投影機 
□インターネット検索 など 

デジタル 導  入 

展  開 

ま と め 

生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

本時の目標 

「学習問題」（発問構成）「教材提示」の設定 
目標の達成のために、学習問題（発問）の選定、教材の提示の仕方をどうするか 

指導内容、指導方法に合ったＩＣＴの活用場面の検討 
 
 
 
 
□教科書、板書、ノート 
□プリント教材、ワークシート 
□副読本、資料集 
□学校図書館の蔵書 
□具体物 など 
 
ＩＣＴ機器やデジタルコンテンツを「どの場面で、どのように、どんな学力を伸長するため
に」活用するのか 

アナログ 

本時の授業の評価 
「生徒が学習内容を習熟したか」 「生徒の思考力がたかまったか」 

○授業の中のＩＣＴ活用 
  目標を明確にした授業のなかで、その目標を達成するための手段としてＩＣＴを有
効に活用していく。従来アナログで行っていた学習活動に、下図のようにデジタル
（ICT）を導入することで、授業の目標を達成することが容易になると考えた。 
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  基礎研究 

○世田谷区教育要領の読み合せ 
 
 学び舎合同研修会と校内の教科部
会で、世田谷区教育要領の読み合
わせを行い、教科ごとの学習内容に
おける小中の系統性を確認した。小
中学校の指導内容を合わせて考え
ることで、本時の目標（ねらい）が繰り
返し学習による知識・技能の定着を
めざす授業なのか、発展的な内容な
どを踏まえて思考させる授業なのか
を明らかにすることができた。 
 
 
 
 
 

 
 
 また、教科ごとの特性や生徒の習
熟度に応じたＩＣＴの効果的な活用に
ついて教科部会で話し合い、指導方
法の情報交換を行うことができた。 
 

Ａ 指導内容の共有 

◎世田谷区教育要領に沿った授業の目標（ねらい）の明確化を
するために、小学校と合同で次のことに取り組む。 
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世田谷区教育要領の
読み合わせ 



生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

小学６年生と 
中学１年生の接続
の確認 
 学習内容とＩＣＴ教
材の活用（数学） 
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世田谷区教育要領 第４節 理科 発展的に学習する内容 一覧       

    小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 

発
展
的
に
学
習
す
る
内
容 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
粒
子 

（２）風やゴムの働き ・風
の力を風車・風力発電な
どに利用して，生活に生
かすことができること。 

（１）空気と水の性質 
 ・空気や水の性質を利用し
た身の回りの道具について
調べ，その構造について考
えること。 

（１）物の溶け方 
 ・水溶液を冷やしたり，水
を蒸発させたりすると，溶
けきれなくて出てきた規則
正しい形の粒を結晶という
こと。 

（１）燃焼の仕組み      
 ・金属を空気中で熱すると，
その性質が変わるものがあ
ること。 
 

（１）身近な物理現象 
イ 力と圧力 
 ・水や空気中では一点に働く圧力は
あらゆる向きに同じ大きさで伝わるこ
とや，水圧器はこの性質を使ってい
ること。 

（３）電流とその利用 
イ 電流と磁界 
 ・電流が磁界から受ける力の向きは，
電流の向きと磁界の向きによって決ま
ること。 
 

（５）運動とエネルギー 
イ 力学的エネルギー 
 ・速さの変化の様子を加速度で表せること。
また，自由落下運動では，物体にはたらく重
力の加速度は等しいこと。 

（３）光の性質 
 ・日光を生活に利用でき
ること。 

（２）金属，水，空気と温度 
 ・温度によって固体・液体・
気体に姿を変えるのは水だ
けではないこと。 

（３）電流の働き 
 ・電流が流れている導線
のまわりには，磁石の力
が働いていること。 
 ・電磁石の性質を利用し
てモーターを作ることや，
モーターが動く仕組みにつ
いて知ること。 
 

（２）水溶液の性質 
 ・酸性の水溶液とアルカリ性
の水溶液を混ぜ合わせると，
性質を打ち消し合うこと。 

（２）身の回りの物質  
イ 水溶液 
 ・物質と水が混ざり合っている時，溶
けて透明な水溶液になる場合と不透
明な状態でただ混ざり合っている液
体の場合があること。 

（４）化学変化と原子・分子 
ウ 化学変化と物質の質量 
 ・原子には，原子番号や原子量があり，
それによって原子の性質や質量が決
まってくること。 

（６）化学変化とイオン 
ア 水溶液とイオン 
 ・原子の種類によって決まった数の電子を
持つことや，原子核の周りで特徴ある電子
配列をしていること。 

（４）磁石の性質 
 ・身の回りには，磁石の
性質を利用した道具があ
ること。 

（３）電気の働き 
 ・電流の強さは，検流計や
電流計で測ることができるこ
と。 
 ・乾電池以外に，いろいろな
電池があること。 

        イ 酸・アルカリとイオン  
 ・中和によって中性にするために必要な酸
やアルカリの量は，それぞれの水溶液の濃
度や量によって決まること。 

（５）電気の通り道 
 ・身の回りでは，繰り返し
使うことができる充電池が
使われていること。 

          （７）科学技術と人間 
ア エネルギー 
    ・放射線には種類があることや，自然界
にも放射線が存在すること，またベクレル，
シーベルト，グレイという単位があること。さ
らに，放射線による影響や，放射線から身
を守る方法などに関すること。 

生
命
・
地
球 

  （１）人の体のつくりと運動 
 ・筋肉と骨は腱という部分で
つながっていること。 

（４）天気の変化 
 ・冬の天気は，日本海側
と太平洋側で大きく違うこ
と。 
 

（５）月と太陽 
 ・地球と月と太陽それぞれ
の実際の大きさや距離につ
いて，おおよそ理解すること。 
 

（１）植物の生活と種類 
ウ 植物の仲間  
 ・種子をつくらない植物の仲間の増
やし方では，胞子のほかに前葉体や
雄株・雌株がかかわっていること。 
 

（３）動物の生活と生物の変遷 
イ 動物の体のつくりと働き 
 ・酵素は適温で働くこと。また，デンプン
の分子と糖の分子の大きさが異なるこ
と。 

（５）生命の連続性 
ア 生物の成長と殖え方 
 ・精子や卵の細胞がつくられるときは，減数
分裂により染色体の数が半数になること。 
 ・ＤＮＡが遺伝子の本体であり，二重になっ
た鎖のような構造になっていること。 

  （３）天気の様子 
 ・空気中の水蒸気は上空に
上がると冷やされ，雲に姿を
変え，雲の中の小さな水滴
や氷の粒が集まって大きくな
り，雨や雪となって地上に落
ちてくること。 

    （２）大地の成り立ちと変化 
ア 火山と地震 
 ・日本付近で発生した地震と日本付
近のプレートの様子を関連付けてと
らえること。 
 

エ 生物の変遷と進化 
 ・生物は，共通の祖先から分かれて進
化したということ。 

（７）自然と人間 
ア 生物と環境 
 ・絶滅のおそれのある生物がいることや，
外来生物が在来の生物に影響を及ぼしてい
ること。 
 ・食物連鎖や呼吸などと関連して，自然界
における炭素や酸素，窒素などが循環して
いることや，エネルギーの流れがあること。 

  （４）月と星 
 ・同じ時刻でも日にちがたつ
と星座の位置は動くこと。 

    イ 地層の重なりと過去の様子 
 ・活断層と地震の関係をとらえること。 

（４）気象とその変化 
ウ 日本の気象 
 ・地球の北半球や南半球では，年間を
通しておおよそ決まった大気の流れが
あること。 
 

  

小学校、他学年と
の繰り返し学習
（理科） 

デジタル教科書（小学６年生） 



○学習指導案フォーマットの見直し 
  
 学習指導案を作成するにあたり、
次の５つの要素について明記し、ICT
の活用等が分かるように工夫した。 
 
①目標・ねらいの設定 
②目標達成のための教材の準備 
 （ICTを活用した教材研究） 
③目標達成のための学習内容の 
  構成 
④学習活動の設定 
 （言語活動を積極的に取り入れた 
  学習活動） 
⑤評価の視点と方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○年間指導計画フォーマットの見直し 
 
 ICTの活用と学習内容に沿った言語活動
を取り入れた計画を教科ごとに作成した。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○板書計画の見直し 
 
 目標（ねらい）を明確に提示し、板書する
学習内容と、ICTを用いて提示する学習内
容を明確にして、授業の終末に学習の振
り返りができるようにした。 

言語活動

まとめ
○　本時の学習内容を
振り返り、目標を達成で
きたか評価する。

評価

導入

１　本時の目標を生徒
に共通理解させる。

２

展開

目標と
ICT

学習内容・活動 学習指導・言語活動・留意点 ICT ○予想される生徒の反応　◎評価

本時の目標

Ａ　基礎的・基本的な知識・技能　　　　Ｂ　思考力・判断力・表現力等　　　　Ｃ　主体的に学習する態度

活用する
ICT

・この「言葉」を必ず

入れる。

・学習内容・活動は

番号で示す。

・ＡとＢの両方に○をつけた場合は、目標を２つ明示する。

・校長先生の職員会議資料「研究をもう一歩進めよう」（９／１８）を必ず確認する。

・評価は４観点（国語は５

観点）で考える。

・生徒の反応（声）をかく。

例：「そんな考え方があ

るんだ。」など

・授業の終末には必ず目標を読み上げ、学習内容

を振り返らせる活動を入れる。

・まとめには必ず評

価を書く。

「先生の声よりも生徒の声が響く授業を」

〔言語活動は必ず入れる。〕

１ 生徒に発表させる。

・発表に対しての意見を出させたり、比較させたり、または、改善点

（批判的かつ建設的に）を話し合わせたりさせなければ、言語活動の

本質ではない。

「今の発表について、○○の視点で考えてください。」

「今の発表について、○○の視点で班で話し合ってください。」

・記録させることが、考えたり話し合ったりするときの材料になる。

・授業者による説明を圧縮して時間を確保する。

２ 言語活動の評価

・「活発に意見が出た」「盛り上がった」という評価ではなく、学習指導

案のＢの目標（ねらい）に迫れたかが評価である。

・言語活動ワークシート（９／１８職員会議資料）を参考にする。

〔ＩＣＴについて〕

・「学習効率の視点」と「学習効果の視点」で分けて考える。

・何をクリアするためにＩＣＴが必要なのかを明確にする。

・言語活動を行っているときにＩＣＴは何を映し出しているかを書く。

・必ず目標とリンクさせる。（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）等

・目標が２つ以上ある場合は評価も２つ以上書く。

○指導案を見直して

「わかりやすい授業」

かどうかを確認してく

ださい。

○授業の構造をイメー

ジして必ず確認してく

ださい。

「話し合いカード」を

必ず使う。

学習指導案記入上の注意

  基礎研究 
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生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

【１分野】 

学
期 

月 
時
数 

単元 
小単元 

（項目） 
学習内容 

評価規準（指導目標） ○活用するＩＣ
Ｔ等 
●ことばの力を
高める言語活
動 

評価基準（Ｂ） 

評価方法 自然事象への
関心・意欲・態

度  

科学的な思
考･表現 

観察･実験の
技能 

自然事象への
知識･理解 

自然事象への
関心・意欲・態

度  

科学的な思
考･表現 

観察･実験の
技能 

自然事象への
知識･理解 

1 

4 

26 

単元２ 
物質の
すがた 

１章 いろい
ろな物質 
２章 気体
の発生と性
質 
３章 物質
の状態変化 
４章 水溶
液 

いろいろな物質の見分け方 
いろいろな気体の発生方法と性
質 
状態変化と質量･温度･粒子の運
動の関係 
（水溶液は溶けて透明なものと、
混ざり合っていて不透明なものが
あること） 
物質の溶解と粒子や溶解度･濃
度について 

身のまわりの物
質や状態変化､物
質の溶解、気体
の性質に関心を
もち､意欲的に探
求しようとするとと
もに､事象を日常
生活とのかかわり
でみようとする。 

身のまわりの物
質や状態変化､物
質の溶解、気体
の性質に関する
事物･現象の中に
問題を見いだし、
目的意織をもって
実験を行い、自ら
の考えを導いたり
まとめたりして､表
現している。 

実験や器具の基
本操作を身につ
けるとともに、実
験の計画的な実
施、結果の記録
や整理のしかた
を身につけている。
物質を区別したり､
気体の性質を調
べたりする方法等
を身につけている。 

物質の性質のち
がいや薬品･器具
の使い方、調べる
方法を理解し、知
識を身につけて
いる。溶解や状態
変化のようすを､
粒子のモデルを
通して理解し､知
識を身につけて
いる。 

○デジタル教科書 
○実物投影機 
●それぞれ違う白
色の粉末を、何か
調べる。その実験
を自分たちで計画
して、発表する。 

身のまわりの物
質や状態変化､物
質の溶解、気体
の性質に関心を
もち､意欲的に探
求しようとするとと
もに､事象を日常
生活とのかかわり
でみようとしてい
る。 

身のまわりの物
質や状態変化､物
質の溶解、気体
の性質に関する
事物･現象の中に
問題を見いだし、
目的意識をもって
実験を行い、自ら
の考えを導いたり
まとめたりして､表
現している。 

実験や器具の基
本操作を身につ
けるとともに、実
験の実施､結果の
記録や整理のし
かたを身につけて
いる。物質を区別
したり、気体の性
質を調べたりする
方法等を身につ
けている。 

物質の性質のち
がいや薬品･器具
の使い方、調べる
方法を理解し、知
識を身につけて
いる。溶解や状態
変化のようすを、
粒子のモデルを
通して理解し､知
識を身につけて
いる。 

行動観察 
ノート 
プリント(レポート) 
定期考査 
パフォーマンステ
スト 

5 

6 

7 

2 

9 

10 

28 

単元３ 
身近な
物理現
象 

１章 光の
性質 
２章 音の
性質 
３章 力と圧
力 

光の進み方･反射･屈折･凸レン
ズ 
音の伝わり方･大きさや高さ 
いろいろな力のはたらきや表し方、
圧力、重さと重力の違い 
（圧力はあらゆる向きに、同じ大
きさではたらくこと） 

光･音･力や圧力
などの事象を日
常生活と関連付
けてみようとする。 
光･音･力や圧力
に関心をもち、意
欲的に探求しよう
とする。 

光･音･力や圧力
に関する事物･現
象の中に問題を
見いだし、目的意
識をもって実験を
行い、自らの考え
を導いたりまとめ
たりして、表現し
ている。光･音･力
や圧力の規則性
などを見いだすこ
とができる。 

光･音･力や圧力
の実験や器具の
基本操作、作図
の方法を身につ
けるとともに、実
験の計画的な実
施、結果の記録
や整理の仕方を
身につけている。 

光･音･力や圧力
の性質の知識を
身につけ、日常の
事象と関連付け
て理解している。
光･音･力や圧力
の規則性を理解
し、知識を身につ
けている。 

○デジタル教科書 
○実物投影機 
●全身がうつる鏡
の大きさを話し合
い、発表する。 

光･音･力や圧力
などのさまざまな
事象を日常生活
と関連付けてみよ
うとしている。 
光･音･力や圧力
に関心をもち、意
欲的に探求しよう
とする。 

光･音･力や圧力
に関する事物･現
象の中に問題を
見いだし、目的意
識をもって実験を
行い、自らの考え
を導いたりまとめ
たりして、表現し
ている。光･音･力
や圧力の規則性
等を見いだすこと
ができる。 

光･音･力や圧力
の実験や器具の
基本操作、光や
力の作図の方法
を身につけるとと
もに、実験の計画
的な実施、結果
の記録や整理の
仕方を身につけ
ている。 

光･音･力や圧力
の性質の知識を
身につけ、日常の
さまざまな事象と
関連付けて理解
している。光･音･
力や圧力の規則
性を理解し、知識
を身につけている。 

行動観察 
ノート 
プリント(レポート) 
定期考査 

11 

12 

3 

1 

2 

3 

  

【２分野】 

学
期 

月 
時
数 

単元 
小単元 

（項目） 
学習内容 

評価規準（指導目標） ○活用するＩＣ
Ｔ等 
●ことばの力を
高める言語活
動 

評価基準（Ｂ） 

評価方法 自然事象への
関心・意欲・態

度  

科学的な思
考･表現 

観察･実験の
技能 

自然事象への
知識･理解 

自然事象への
関心・意欲・態

度  

科学的な思
考･表現 

観察･実験の
技能 

自然事象への
知識･理解 

1 

4 

28 

序 身近
な生物
の観察 
単元１ 
植物の
生活と種
類 

身近な生物
の観察 
１章 植物
の体のつく
りとはたらき 
２章 植物
のなかま分
け 

校内の観察 
観察と器具の使い方 
花･葉･茎･根のつくりとはたらき 
植物のなかま分け種子植物とそ
れ以外（植物の仲間の増やし方
では、胞子のほかに前葉体や、
雄株・雌株がかかわっているこ
と。） 

身近にいる生物
や､植物のからだ
のつくりやはたら
きに関心をもち､
進んで探究しよう
とするとともに、
植物のはたらきを
人間の生活や自
然環境とのかか
わりでみようとす
る。 

生物を目的意識
をもって観察した
り､いろいろな植
物の共通性や多
様性に気づき、自
らの考えを導いた
りまとめたりして、
表現することがで
きる。 

顕微鏡やルーペ、
双眼実体顕微鏡
の基礎操作を習
得し、目的に合っ
た器具を用いて
観察し、スケッチ
することができる。 

顕微鏡やルーペ、
双眼実体顕微鏡
の操作に必要な
機能と名称を理
解し、知識を身に
つけている。 

○デジタル教科書 
○実物投影機 
●植物の検索
カードをつくり、み
んなで発表する。 

身近にいる生物
や､植物のからだ
のつくりやはたら
きに関心をもち､
探究しようとする
とともに､植物の
はたらきを人間の
生活や自然環境
とのかかわりでみ
ることができる。 

生物を目的をもっ
て観察したり、い
ろいろな植物の
共通性や多様性
に充分気づき、自
らの考えを導いた
りまとめたりして､
わかりやすく表現
することができる。 

植物のからだの
つくりを観察した
結果をまとめるこ
とができる。目的
に合った観察器
具(ルーペ･顕微
鏡･双眼実体顕微
鏡)を用意し、適
切に操作して観
察や実験を進め
ることができる。 

植物の各部分の
基本的なつくりと
名称や植物のは
たらき､さまざまな
植物の特徴につ
いて理解し、知識
を身につけている。
顕微鏡や双眼実
体顕微鏡などの
操作に必要なつく
りと機能、名称の
知織を身につけ
ている。 

行動観察 
ノート 
プリント(レポート) 
定期考査 
パフォーマンステ
スト 

5 

6 

7 

2 

9 

23 

単元４ 
大地の
変化 

１章 火山 
２章 地震 
３章 地層 
４章 大地
の変動 

火山の活動と火成岩のつくり（日
本付近のプレートの様子と関連
付ける。） 
地震の揺れ方と大きさや地震の
起こる場所（活断層と地震の関係
をとらえる。） 
地層のでき方や堆積岩のつくり
や化石 
火山や地震の多い場所 

火山･地震･地層
のでき方や化石
などの現象と日
常生活や地球内
部とのかかわりに
ついて調べようと
する。 
火山･地震･地層
のでき方や化石
の特徴に関心を
もち、意欲的に探
求しようとする。 

火山･地震･地層
のでき方や化石
について自らの
考えを導いたりま
とめたりして、表
現している。観察
した鉱物や岩石
の特徴をまとめ分
類したり、地層の
年代や広がりを
推定することがで
きる。 

火山･地震･地層
のでき方や化石
の観察や器具の
基本操作、スケッ
チの方法を身に
つけるとともに、
観察の結果の記
録や整理の仕方
を身につけている。 

火山･地震･地層
のでき方や岩石･
化石の特徴につ
いて理解し、知識
を身につけている。 
地震や火山の噴
火によって起こる
現象を理解し、知
識を身につけて
いる。 

○デジタル教科書 
○実物投影機 
○インターネット 
●地震の震源を、
実際の観測記録
からつきとめ、そ
の調べる方法を発
表する。 

火山の噴火･地
震･地層のでき方
や化石などの現
象と日常生活や
地球内部とのか
かわりについて調
べようとしている。 
火山の噴火･地
震･地層のでき方
や化石の特徴に
関心をもち、意欲
的に探求しようと
する。 

火山･地震･地層
のでき方や化石
について自らの
考えを導いたりま
とめたりして、表
現している。観察
した鉱物や岩石
の特徴をまとめ分
類したり、地層の
年代や広がりを
推定することがで
きる。 

火山･地震･地層
のでき方や化石
の観察や器具の
基本操作、スケッ
チの方法を身に
つけるとともに、
観察の結果の記
録や整理の仕方
を身につけている。 

火山･地震･地層
のでき方や岩石･
化石の特徴につ
いて理解し、知識
を身につけている。 
地震や火山の噴
火によって起こる
さまざまな現象を
理解し、知識を身
につけている。 

行動観察 
ノート 
プリント(レポート) 
定期考査 

10 

11 

12 

3 

1 

2 

3 

年間指導計画 理科（１年生） 

板書計画 



  小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 

物
理 

内
容 

・光で遊ぼう 
・風のはたらき 
・ゴムのはたらき 
・明かりをつけよ
う 
・磁石の秘密 
 

・電気のはたらき 
 

・振り子の運動 
・電流のはたらき 
 

・てこのしくみとはた
らき 
・電気の利用 

・光の性質 
・音の性質 
・力と圧力 
・全身のうつる鏡の
大きさ 

・電流と回路 
・静電気と電子 
・電流と磁界 
・抵抗の大きさを
考える 

・運動とエネルギー 
・物体の運動 
・仕事とエネルギー 
・ジェットコースター 
・くらしを支える科学技
術 
・大切なエネルギー資
源 
・明るい未来のために 

教材     ○方位磁針         

化
学 

内
容 

・ものの重さと体
積 

・空気と水 
・水の３つのすが
た（アルコールの
状態変化） 
・ものの体積と温
度 
・もののあたたまり
方 
 

・物の溶け方 
 

・ものの燃えかたと
空気 
・水溶液の性質 

・いろいろな物質 
・気体の発生と性質 
・物質の状態変化 
・水溶液 
・白い粉末は何だ 

・物質の成り立ち 
・いろいろな化学
変化 
・化学変化と物質
の質量 
・化学変化と熱の
出入り 
・原子をもとに説
明しよう 

・水溶液とイオン 
・酸・アルカリとイオン 
・水溶液を区別する 
・くらしを支える科学技
術 
・大切なエネルギー資
源 
・明るい未来のために 

教材       ○BTB溶液 ●金属実験球     

生
物 

内
容 

・自然の観察 
・植物を育てよう
（植物のつくり） 
・チョウを育てよ
う 
・昆虫を調べよう
（虫のからだの
つくり） 

・あたたかくなって 
・暑い季節 
・涼しくなると 
・人の体のつくりと
運動 
・寒さの中でも 

・種子の発芽と成
長 
・魚の誕生 
・実や種子のでき
かた 
・人の誕生 
 

・人や動物の体 
・植物の養分と水の
通り道 
・生物のくらしと環境 
・人と環境 

・植物の体のつくり
とはたらき 
・植物のなかま分け 
・植物の検索カード
をつくる 

・細胞のつくりとは
たらき 
・生命を維持する
はたらき 
・行動のしくみ 
・動物のなかま 
・生物の進化 
・酸素のはたらき
を調べよう 

・生物の成長とふえ方 
・遺伝の規則性と遺伝
子 
・遺伝子技術について
調べてみよう 
・自然界のつり合い 
・自然環境と人間のか
かわり 
・くらしを支える科学技
術 
・大切なエネルギー資
源 
・明るい未来のために 

教
材 

    ○双眼実体顕微鏡     ●種子ができるよう
すについての映像 

  

地
学 

内
容 

・影と太陽 ・あたたかくなって 
・一日の気温と天
気 
・暑い季節 
・夏の星 
・月と星 
・涼しくなると 
・自然の中の水 
・冬の星 
・寒さの中でも 

・台風の接近 
・雲と天気の変化 
・流れる水のはた
らき 
・冬の天気 
・春の天気 

・月の形と太陽 
・大地のつくりと変
化 

・火山 
・地震 
・地層 
・大地の変動 
・震源はどこか 

・気象観測 
・大気中の水蒸気
の変化 
・前線の通過と天
気の変化 
・日本の気象 
・雨が激しくなるの
はいつか 

・天体の１日の動き 
・天体の１年の動き 
・太陽と月 
・太陽系と銀河系 
・太陽の位置から方角
を知る 
・自然環境と人間のか
かわり 
・くらしを支える科学技
術 
・大切なエネルギー資
源 
・明るい未来のために 

教
材 

  
○乾湿計 

  
○三球儀 ●水の運搬・堆積実験

器 
    

○小学校、中学校で共有できる教材一覧 （例 理科） 

Ｂ 指導方法の改善 

●小学校のデジタル教材 ○中学校のデジタル教材 

  基礎研究 

- 12 - 



○思考力・判断力・表現力 
  小学校１年生から４年生 小学校５・６年生、中学校１年生 中学校２・３年生 

思考力、判断力 

○情緒や想像を大切にし
ことばと身の回りの事物
の関係について考えるこ
とができる。 

○いくつかの体験や情
報から適したものを取り
出して考えることができ
る。 

○さまざまな体験や情報を複合し、
比較しながら、それらの特徴などに
ついて論理的に考えることができる。 

○さまざまな体験や情報を複合し
て、それらの特徴などについて批
判的かつ建設的に考えることがで
きる。 

表現力 
発表 
説明 
など 

○大きな声ではっきりと
表現できる。 
○簡単な構成を使って表
現できる。 

○生活の中で必要なこ
とばを使い、相手や目
的に応じて適切に表現
できる。 
○ポスターや新聞形式
などの工夫をして表現
できる。 
○自分の思いや考えを
絵、音、動きなどを考え
ながら工夫して表現で
きる。 

○起承転結など、話の筋道を立て
て表現できる。 
○必要に応じて理由やエピソード、
体験をあげて表現できる。 
○説明や具体例を加えたり模写を
工夫したりして効果的に表現できる。 
○聞き手のリアクションによって表
現の仕方を変えることができる。 

○根拠を明確にし、論理の展開を
工夫して表現することができる。 
○推論、結論を文字や音声、絵な
どによって明確に表現することが
できる。 
○ひとつのことを２つ以上の言い
方で表現することができる。 
○目的や意図に応じて資料や統
計を引用したり、グラフ、表、図、
写真などを選択したりして、説得
力のある表現ができる。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

言
語
活
動
（ペ
ア
、
グ
ル
ー
プ
） 

話す 
伝える 

○自分の考えを素直にこ
とばで伝えることができる
○返事をして会話したり、
ルールにそった話し合い
をすることができる。 

○自分の考えを整理し
てことばで伝えることが
できる。 
○聞いたことをもとに話
すことができる。 

○「なぜなら」を使って話すことがで
きる。 
○話し合いの方向をとらえて話すこ
とができる。 
○聞き手のことを考えて話すことが
できる。 
○敬語を使って話すことができる。 
 

○意見をまとめ、論点を明確にし
て話すことができる。 
○要点をまとめ、簡潔に話すこと
ができる。 
○他の人の意見を生かして、より
建設的な考えを話すことができる。 
○周りの意見を参考にして自分
の考えを振り返り、それらを再構
築して話すことができる。 

聞く 
受けとめる 

○相手を見たりうなずい
たりして反応を返すこと
ができる。 

○話の中の大切なこと
を聞き取り、ワークシー
トなどに記録することが
できる。 

○メモなどを活用し、発表の内容に
ついて考えながら聞くことができる。 

○問題意識をもって発表を聞き、
改善のてだてを考えることができ
る。 

ICTを活用した 
児童・生徒の 
学習活動 

○デジタルカメラ、ＩＣレコーダーなどを活用
して記録する。 
○大型提示装置などの映像から予想したり
話し合ったりする。 
○実物投影機などを活用しながら調べた内
容や話し合ったをわかりやすく説明し、共有
する。 

○取材したり調査したりした結
果を発表資料にまとめ、プロ
ジェクタなどを活用して発表す
る。 
○調査した結果や考察したこと
を自分なりにまとめる。ビデオカ
メラやICレコーダーとコンピュー
タを組み合わせることによって、
結果を分析したり、より総合的
に考察を深めたりする。  
○表計算ソフトなどを活用して、
表やグラフなどの図表に表しな
がら説明し、比較したり分析し
たりして話し合う。 
 
 

○取材したり調査したりした結
果を発表資料にまとめ、プレ
ゼンテーションやポスターセッ
ションなどの様々な活動の中
で、プロジェクタなどを活用し
て発表し、それらをもとに話し
合う。 
○ワープロソフト、プレゼン
テーションソフトなどを活用し
て、自分の考えをレポートなど
にまとめる。 
○タブレットパソコンを活用し
て、他の人の意見や考えをも
とに、自分の意見や考えを深
めて双方向のやりとりをする。 

生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 
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◎学び舎で身に付けさせたい能力（指標） 



○情報活用能力 
  内容 小学校１年生から４年生 小学校５・６年生、中学校１年生 中学校２・３年生 

高校
「情報」 

情
報
活
用
力 

情報収集 
  教科書などの資料を活用して

身近な情報を集めることがで
きる。 

統計等の基礎的な資料を活用して情
報を集めることができる。 

図書室の本や新聞等多くの情報手段
を活用して情報を集めることができる。 

（
２
）
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

（
１
）
情
報
の
活
用
と
表
現 

第
１ 

社
会
と
情
報 

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
で
き
る
こ
と 

インタビュー 
ボイスレコーダー 
デジタルビデオ 

簡単なインタビューをすること
ができる。 

基本的なインタビューをするこ
とができる。 

ボイスレコーダー等を活用し、インタ
ビューから必要な情報を収集するこ
とができる。 

デジタルビデオ等を活用し、効果的な
インタビューから必要な情報を収集す
ることができる。 

web検索(PC) 
  リンク集等を用いて情報を集

めることができる。 
検索エンジンを用いて指定された
キーワードで検索することができる。 

複数の検索エンジンを用いて、キー
ワードを自分で考えて検索することが
できる。 

デジタルカメラ 
目的に合った写真を撮影する
ことができる。 

画像をコンピュータに取り込み
印刷、保存することができる。 

画像をコンピュータに取り込み、他の
ソフトで活用することができる。 

画像をコンピュータに取り込み、編集
することができる。 

マウス 
キーボード 

マウスを用いて簡単な絵をか
くことができる。 

キーボードからかな入力や
ローマ字入力で簡単な単語を
入力することができる。 

キーボードからかな入力やローマ字
入力で簡単な文章を入力することが
できる。 

キーボードからかな入力やローマ字
入力で作文やレポートを書くことがで
きる。 

グラフ作成 

    表計算ソフトを活用して、表やグラフ
に簡単にまとめることができる。 

表計算を活用して効率よく計算し、用
途に応じた表やグラフにまとめること
ができる。 

資料作成 
発表 

調べたことを絵や簡単な文章
で表すことができる。 

簡単な発表貿料を紙ベースで
作成し、発表することができる。 

コンピュータを活用して簡単な資料を
作成し､発表することができる。 

コンピュータを活用して、相手に分か
りやすい資料を作成し発表することが
できる。 

電子メール 
                                        電子メールの送受信をすることがで

きる。 
電子メールの送受信をすることができ
る。 

情
報
の
科
学
的
な
理
解 

ソフトウェア 
    目的に応じたさまざまなソフトがある

ことが分かる。 
ソフトの基本的な機能を理解し、課題
に応じてソフトを選択することができる。 

（
３
）
情
報
の
管
理
と
問
題
解
決 

（
２
）
問
題
解
決
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用 

（
１
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

第
２ 

情
報
の
科
学 

周辺機器 
マルチメディア 

    タブレットＰＣの機能を理解して活用
することができる。 

マルチメディアの特徴と活用方法、周
辺機器の種類と機能を選択して活用
することができる。 

インターネット 
電子メール 

  インターネットでできることを
理解している。 

インターネット、電子メールでできるこ
とや活用について理解している。 

インターネット、電子メールの特徴や
しくみを理解している。 

コンピュータ 

    課題に応じてコンピュータの活用が
有効であることを理解している。 

コンピュータの要素（入力、記憶、制
御、演算、出力）を知り、コンピュータ
を用いることのよさや注意点を理解し
ている。 

表現方法 
  表、グラフ（棒、折れ線）の特

徴を理解している。 
グラフ（円、帯）の特徴を理解してい
る。 

課題に応じた表やグラフの示し方を
理解している。 

情
報
社
会
に
参
画
す
る
態
度
・
情
報
モ
ラ
ル 

情報社会の倫理 

約束やきまりを守り、人の作っ
たものを大切にする。 

自分の情報や他人の情報を
大切にし、相手へ簿影響を考
えて行動する。 

情報にも自他の権利（肖像権、著作
権などの知的財産権）があることを知
り、尊重するとともに、他人や社会へ
の影響を考えて行動する。 

個人の権利（肖像権、著作権などの
知的財産権）を尊重し、情報社会にお
ける責任や義務を考え、行動する。 

第
２ 

情
報
の
科
学
（
４
）
情
報
技
術
の
進
展
と
情
報
モ
ラ
ル 

第
１ 

社
会
と
情
報
（
３
）
情
報
社
会
の
課
題
と
情
報
モ
ラ
ル 

情報発信 
    相手の気持ちを考えて情報を発信し

ようとする。 
自分の発信した情報を見直し、より分
かりやすい情報に修正しようとする。 

情報の真偽の判断 
  情報には誤ったものもあるこ

とに気付く。 
受けとった情報の真偽を確かめなが
ら収集しようとする。 

受けとった情報の真偽を確かめなが
ら収集、発信しようとする。 

法の理解と遵守 

  情報をやりとりする場合の
ルールやマナーを知り、守る。 

何がルールやマナーに反する行為か
契約とは何かを知り、勝手な判断で
行わない。 

情報の保護や取り扱いに関する基本
的なルールや法律、契約の基本的な
考え方、違法行為について知り、それ
に伴う責任を理解する。 

安全への知恵 

大人と一緒に決められた時間
や約束を守って使う。 

不適切な情報や危険に遭った
ときは大人に相談して適切に
対応する。健康のために利用
時間を決め、守る。 

予測される危険や不適切な情報を避
け、情報の正確さを判断する方法を
知る。他人の安全を脅かす行為を行
わない。 

情報の安全性について正しい知識を
もち、トラブルを主体的に解決できる
方法を理解して、情報の信頼性を吟
味できる。 

個人情報の保護 

知らない人から自分や友達の
名前、電話番号等を聞かれて
も教えないようにする。 

名前や電話番号、メールアド
レス、写真等を悪用した犯罪
があることを理解し、個人情
報を第三者に漏らさない。 

自他の個人情報に配慮することの大
切さを理解して情報を発信しようとす
る。 

さまざまな視点から個人情報に配慮
し、安全性を確保して情報を発信しよ
うとする。 

情報セキュリティ 

  パスワード等の認証の重要性
を知る。 

情報の流出を防ぐ方法を知り、不正
使用や不正アクセスをされないように
利用できる。 

情報セキュリティーの基礎的な知識を
身に付け、フィルタリング、セキュリ
ティソフト等の対策を立てられる。 

サイバー犯罪の防止 

  何気なくやっていることが犯罪
につながる場合もあることを
知る。 

インターネットや携帯電話等を介した
犯罪の事実を知り、自分が被害に
あった場合を考えて行動できる。 

インターネットや携帯電話等を介した
犯罪に遭わないための対策をとると
同時に、身分を隠して他人を誹謗中
傷しないようにする。 

公共的なネットワークの構築 
  協力し合ってネットワークを使

うことができる。 
ネットワークの公共性を理解して行
動することができる。 

情報社会の一員として適切な判断に
基づいた行動ができる。 

  基礎研究 
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◎学び舎で身に付けさせたい能力（指標） 



◎学習習得確認調査の分析とＩＣＴ活用について 
 学習習得調査の結果から、教科ごとに課題をあげた。その課題をもとに、学び舎合同会
議で学習の課題と重点について話し合った。 

・小学校と中学校の学習活動について 
 共通意識（単元や内容の系統など） 
 をもつ。 
 
・授業の目標を生徒に明確に示し、児           
  童・生徒の自己評価につなげる。 
 
・講義型の授業から脱却し生徒が話し 
 合ったり教え合ったりする授業を進め 
 る。 
 
・授業の目標に応じて板書とＩＣＴを効 
 果的に活用する。 
 
・書く活動を意識して知識の定着を図  
 るとともに、児童・生徒の表現を大切 
 にして指導する。 

・授業の目標を生徒に明確に生徒に  
 示し、生徒の自己評価につなげる。 
 
・講義型の授業から脱却し、生徒が話 
 し合ったり教え合ったりする授業を進 
 める。 
 
・授業の目標を明示し、その目標に応 
 じて板書とＩＣＴを効果的に活用する。 
 
・「書く活動」を増やして知識の定着を 
 図るとともに、生徒の表現を大切に   
 して指導する。 
 
・小学校の教材やコンテンツを活用し 
 て、質の高いくりかえし学習を進める。 

学び舎の児童・生徒の豊かな 
  知力育成のための重点 

駒沢中学校の生徒の豊かな
知力育成のための重点 

・発展的な内容の理解が不十分である。 
・学力の二極化傾向がある。 
・算数・数学的な思考を要する問題や資料等を活用する問題は苦手な 
 傾向にある。 

学び舎の課題 

生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 
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 学び舎合同会議で話し合ったことから、課題を解決するための具体的な
方策を各教科で提案した。（下図は５教科のみ） 

●スピーチ指導で、話の要点をつかむ指導に 
  重点をおく。 
●聞きながらメモをとる指導をする。 

●体験や調べ学習等で得た知識や技能を定着さ 
  せるため、ＩＣＴを効果的に活用する。 
●図や資料を実物投影機で見やすくする。 

●デジタル教材の活用や自作コンテンツの作成を 
  行い、よりわかりやすい授業を行う。 

●知識の定着を図るため、ICTを使って 
  繰り返し学習を系統的に行う。 
●実験などの動画を見せ手順を分かりやすくする。 

●ICTを活用してコンポジションに取り組む時間を 
  生み出し、書く活動を充実する。 

国語 

社会 

算数・数学 

理科 

英語 

  基礎研究 
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生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

○授業の目標（ねらい）の明示 
 
 １単位時間の授業の中で、どんな能力を身
に付ければよいのかを明示した。生徒に分
かりやすくするため、表現・表記の仕方を工
夫した。 
 また、学習指導案の本時の目標として、下
図A、B両方の目標を掲げるときには、目標
は２つ明示することにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○授業の目標（ねらい）についての自己評価  
  の実施 
 
 授業の終末には、教員が必ず目標を読み
上げて確認し、生徒が学習内容を振り返り、
目標の達成度について考えさせる活動を入
れるようにした。また、授業の内容によって以
下のような振り返り活動をさせるように心が
けた。 
 
①自己評価シートの活用 
②ノートの活用 

③授業者の評価、課題の伝達 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

◎授業の目標（ねらい）を達成する工夫 

目標 目標の表現・表記 

A 
知識の習得 ○○がわかる。 

技能の習得 ○○ができる。 

B 思考力、判断力、 
表現力等の育成 

○○について考え、まとめる。 

○○について考えたことを発表し、全体で（班で）考えを
深める。 
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  基礎研究 

○言語活動の充実 
 
 課題である思考力・表現力を高める授業を
行うため、次の４点について共通理解した。 
①生徒個人の表現力を高めることに加え、共 
 有した情報をもとに思考させるところまで求 
 める。 
②発表に対しての意見を出させたり、比較さ 
 せたり、または、改善点（批判的かつ建設 
 的に）を話し合わせたりさせなければ、言語 
 活動の本質に迫れない。 
③記録させることが、考えたり話し合ったりす 
 るときの材料になる。 
④授業者による説明を圧縮して時間を確保  
 する。 
 これらのことを踏まえて、以下の取り組みを
した。 
 ●話合いカードを開発し、掲示、活用した。 
  ●言語活動ワークシートを作成し、活用した
 ●言語活動の評価を具体的に行った。 
   「活発に意見が出た」「盛り上がった」と  
  いう評価ではなく、学習指導案の「Ｂ」の        
目標（ねらい）に迫れたかどうかで評価した。 
 
○ＩＣＴの活用 
 
 ICTを活用することで、効果的に目標（ねら
い）を達成させる。そのためには、それぞれ
の機器の特性を理解し、学習指導案の目標
（ねらい）に沿った活用をする。 
 また、新たに導入されたタブレットＰＣででき
ることを検討し、生徒同士、教員と生徒の協
働及び双方向の授業をするための活用方法
を見出すように努めた。 
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生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

●タブレットＰＣの活用 
  タブレットＰＣを目的に応じた活用をすることで、 
生徒の学習活動に、対話、再思考、再表現などの 
新しい付加を生み出すことができる。 
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【批判的思考力・情報活用能力・コミュニケーション能力等】 
▽基本的な考え方 
 課題設定（生徒個人） → 情報収集 → 整理・まとめ（思考） → 表現 → 対話 → 再思考 → 再表現 
▽探求とＩＣＴ 
 ・インターネットによる個の課題に応じた調べ学習、課題解決的な学習 
 ・思考を映像で可視化 
 ・映像とともにことばで伝える表現【プレゼンテーション） 
 ・表現を批判的かつ建設的に相互評価（言語活動）し、再思考して修正（ブラッシュアップ） 
１ 大型提示装置・実物投影機 ＝ 生徒の作品やワークシートの提示 
２ タブレットＰＣ ＝  インターネットによる情報収集、記録、保存 
              記録したさまざまな情報を比較し選択する学習（思考、判断） 
              画面に画像を映し、書き込んだり編集したりしたものを提示（表現） 
              プレゼンテーションソフトで作成したものを提示（表現） 

探  求 

 
【思考力・判断力・表現力】 
▽基本的な考え方 
 課題設定（教員） → 観察・比較（思考） → 表現 → 対話 → 再思考 → 再表現 
▽活用とＩＣＴ 
 ・思考を映像で可視化 
 ・映像とともにことばで伝える表現【プレゼンテーション） 
 ・表現を相互評価（言語活動）し、再思考して修正（ブラッシュアップ） 
１ 大型提示装置・実物投影機 ＝ 生徒の作品やワークシートの提示 
２ タブレットＰＣ ＝  画面に画像を映し、拡大して観察したり比較したりする学習（思考、判断） 
              画面に画像を映し、書き込んだり編集したりしたものを提示（表現） 
              プレゼンテーションソフトで作成したものを提示（表現） 

活  用 

 
【基礎的・基本的な知識・技能】 
▽基本的な考え方 
 ・世田谷区教育要領の系統に則した既習事項の効果的な繰り返し学習 
 ・本時の学習内容の指導における効率の向上（「活用」「探求」の時間を生み出す） 
▽習得とＩＣＴ 
 ・教材（資料や実物）、教科書、実演等を映像で可視化 
 ・習熟度に応じた知識・技能の定着（タブレットＰＣ） 
１ 大型提示装置・実物投影機 ＝ デジタル教科書、小学校の教材の提示 
２ タブレットＰＣ ＝ 小テストやフラッシュカードの活用 

習  得 



Ｃ より深い生徒理解 

  基礎研究 

◎生徒の学習状況の理解を深めるため、以下のような考えの 
 もとで、評価を行っていく。 
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望ましい評価の考え方 
  
 生徒に授業（単元）の具体的な到達目標を
示したうえで、学習指導を行う。その過程で、
問題演習や小テストなどによって生徒個人の
到達度を本人や教員がモニターし、学力が
確実に身に付いていることを確認しながら次
の学習内容へ進んでいく。 
 このような適正な評価を進めるために、ＩＣＴ
を活用する方策について探る。 

授業（単元）の目標を明確に示す 

目標を達成させるための教材活用（ＩＣＴ含む）や指導方法を行う 

形成的評価を行い、習熟度を確認する 
（演習、小テスト、質問紙、机間指導など） 

生徒にフィードバックする 
場合によって、計画変更や個別指導をする 

目標に対する到達度を把握し、次時（次単元）の計画に反映する 
  ※生徒による自己評価、授業評価の導入と活用の検討 

◎記録はＩＣＴで（ＳＤカード、デジカメ、スキャナー、マークシートなど） 



生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

○形成的評価の活用 
 
 評価を指導にいかすため、生徒の答案をスキャナを用いてデジタルデータ化し、学習履
歴として保存、活用する。 
 生徒ごとに学力の変容が分かるようにデータを整理・分析し、繰り返し学習や補習を行う
際の手がかりにする。 
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美術科 
生徒の作品 

＜緑をうえる＞ 

制作過程の作品を画像で保存
し、形成的評価をしながら指導
の改善をはかる 



○マークシート問題の作成 
 
 デジタル機材を使った評価として、 
マークシート問題を作成し活用した。 
 ①次単元に関連する小学校の 
     既習事項が習得できているか、 
     容易に確認できる。 
 ②中学校の学習内容の習得が 
     容易に確認できる。 
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  基礎研究 

数学科 
マークシートによる 
到達度確認調査 

調査結果の分析 
第１回到達度確認調査結果（問題別） 学年 １年 結果分析（問題別） 学年 １年 

  問題の内容 A B C D その他   問題の内容 分析 

１－（１） 同類項をまとめる計算 1.69% 2.54% 91.53% 3.39% 0.85% １－（１） 同類項をまとめる計算 
正負の数の処理も含め、よくで
きている。 

１－（２） １次方程式の解を探す 12.71% 7.63% 72.03% 5.93% 1.69% １－（２） １次方程式の解を探す 
代入して解を探すという手順そ
のものの意味がわからないせい
とが多い。 

１－（３） １次方程式を解く手順 10.17% 77.97% 4.24% 2.54% 5.08% １－（３） １次方程式を解く手順 
等式の性質と１次方程式の解法
のつながりがわからない生徒が
多い。 

１－（４） １次方程式の計算 1.69% 1.69% 90.68% 3.39% 2.54% １－（４） １次方程式の計算 
１次方程式の計算は、移行も含
めよくできている。 

１－（５） 比例式の計算 89.83% 3.39% 0.85% 3.39% 2.54% １－（５） 比例式の計算 よくできている。 

２－（１） 分数の減法（通分あり） 4.24% 91.53% 0.00% 1.69% 2.54% ２－（１） 分数の減法（通分あり） 通分も含め、よくできている。 

２－（２） 小数の除法 9.32% 82.20% 5.08% 0.85% 2.54% ２－（２） 小数の除法 小数点のずれのミスが多い。 

２－（３） 四則の計算とその順序 83.90% 5.08% 3.39% 4.24% 3.39% ２－（３） 四則の計算とその順序 
加減乗除の順番を間違える生
徒がやや多い。 

２－（４） 平均値の計算 0.00% 8.47% 4.24% 84.75% 2.54% ２－（４） 平均値の計算 できている。 

２－（５） 単位の確認 0.00% 0.00% 93.22% 4.24% 2.54% ２－（５） 単位の確認 よくできている。 

今後の授業での指導方針にどう生かすか 

１次方程式の計算練習に入る前の、導入部分での
指導の工夫が必要である。方程式の解とはどういう
意味か、等式の性質と１次方程式の解き方にはどう
いうつながりがあるかを授業の中でより詳しく指導を
し、生徒に定着させる。 



生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

○Ｓ－Ｐ表の活用 
 
 生徒全体の学力の定着度を明確にすることで、授業中のフォローアップや、繰り返し学
習に役立てる。（正答を１、誤答、無答を０とした。） 
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4 5 6 1 3 4 5 7 4 6 2 3 5 5 6 7 5 4 7 1 4 6 6 3 5 1 6 7 1 1 3 4 7 2 2 3 4 2 3 7 1 1 合計
(3) (3) (3) (1) (3) (4) (5) (4) (1) (2) (1) (6) (2) (5) (3) (4) (1) (5) (1) (2) (3) (1) (2) (5) (4) (1) (4) (3) (1) (4) (1) (2) (5) (2) (4) (2) (3) (3) (4) (2) (2) (3)

① ② ① ① ① ア ② ① ② ② ② イ ③ ② ② ③ ① ①

1 32 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 1 37

2 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 37

3 24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 35

4 31 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 33

5 30 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 30

6 29 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 29

7 27 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 27

8 28 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 26

9 35 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 25

10 34 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 24

11 23 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 24

12 34 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23

13 25 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 23

14 28 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 22

15 35 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21

16 29 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20

17 30 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 19

18 33 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16

19 26 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 13

20 32 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 10

21 31 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

22 33 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 7

合　　計 20 19 19 18 18 18 18 18 17 17 16 16 16 16 16 16 15 14 14 13 13 13 13 12 12 10 10 10 8 8 8 8 8 7 7 7 6 5 5 4 1 1

生

徒

氏

名

出

席

番

号

名　　前

正
答
数
が
多
い
生
徒 

難易度が低い問題 難易度が高い問題 

★ ★ 

★ 
★ 

  
 ＜Ｓ－Ｐ表の活用より＞ 
  ・出席番号２５、２８の生徒について見てみると、 
    全体の正答率の高い問題でのまちがいが多い 
   ため、基礎的・基本的な知識の定着に課題が 
   あることが分かる。そのため、生徒の学習状況 
   を確認し、個別に学習指導を行った。 
  ・問題１－（１）③や３－（４）は、全体の正答数と 
    の相関が見られなかった。学習内容の系統性を 
    確認し、再び授業で取り扱うことで、確実な習得 
    を促した。 
 
 
○ＩＣＴ活用環境整備 
 １年次の１１月に、ＩＣＴを使った授業につい
ての生徒アンケートをとり、学習環境等の改
善をおこなった。 
 ・テレビが見えない 
    →遮光カーテンを設置し、テレビの位置を 
        高くした。 
 ・準備を誰が行うか 
    →全学級にＩＣＴ係をおくようにした。 

 



  授業研究 

授業例 １ 

◎ここでは、数学と理科の指導の工夫と学習指導案を紹介する。 
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第３学年 数学 学習指導案 
単元名   
 式の計算「文字式による説明」 
  
単元のねらい 
 （１）数量や数量の関係を、文字式を用いて表すことができる。 
 （２）数や図形の性質を、文字式を使って一般的に説明することができる。 
  
単元の評価基準 
 （１）数量や数量の関係を、文字式で表すことができたか。 
 （２）文字式で表現したり、その意味を読み取ったりして、命題が成り立つことを説明することができた 
        か。 
 
指導の工夫 
 （１）世田谷区教育要領 
    世田谷区教育要領P.135「数量の関係を文字式を使って表現したり、その意味を読み取ったりして、  
    命題が成り立つことを説明する活動」に沿い、グループによる言語活動を取り入れ、生徒たちのこ 
    とばの力を高めることにつなげる。 
 （２）ＩＣＴ 
    タブレットＰＣや実物投影機を利用し、生徒たちに自分の考えを発表させる。タブレットＰＣを応用 
    コースは１人１台、基本コースは班で１台使用する。 
 （３）小学校とのかかわり 
   ①教材 小学校３年生で学習する２位数同士のかけ算の発展的な内容「速算の規則性」を 
         取り上げる。 
   ②教員 導入で速算を実演する。また、グループ活動において、机間指導を行う。 
 



生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 
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  授業研究 

授業例 ２ 
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第２学年 理科 学習指導案 
単元名   
 電流とその利用「静電気と電子」 
  
単元のねらい 
 （１）静電気は、異なる物質同士をこすり合わせることで発生し、帯電した物体間では空間を隔てて力が 
   はたらくことを見いだす。 
 （２）陰極線の観察を通して、電流はマイナスの電気をもった粒の流れであることがわかる。 
  
単元の評価基準 
 （１）静電気が発生するメカニズムや、静電気が及ぼす力は空間を隔てて作用することを見いだし、説明 
   することができたか。 
 （２）電流はマイナスの電気をもった粒の集まりであることを陰極線の動作から理解し、説明することがで 
   きたか。 
  
指導の工夫 
 （１）世田谷区教育要領 
   世田谷区教育要領P.161「異なる物質同士をこすり合わせると静電気が起こり、帯電した物体間では 
   空間を隔てて力が働くこと及び静電気と電流は関係があることを見いだすこと。」という内容に沿い、 
   話し合い活動をすることで、実際に起きた現象から、静電気の性質を考え、電流との関係を見いださ 
   せる。 
 （２）ＩＣＴ 
   生徒たちが自分の考えを発表するために、タブレットＰＣやプロジェクターを利用する。 
 （３）小学校とのかかわり 
  ①教材 小学校３年生「電気の通り道」、小学校４年生「電気の働き」、小学校５年生「電流のはたら 
        き」、小学校６年生「電気の利用」の発展内容である電気の性質を、下敷きを使った静電気 
        の実験から学習を開始する。 
  ②教員 導入で、静電気を発生させる実演をする。また、グループ活動では、各グループの様子を机 
                  間指導する。 
 
 



生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 
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  調査研究 

◎生徒に次のようなアンケートをとり、その結果をまとめた。 
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1年次の調査 

とてもそう

思う 
13% 

そう思う 
39% 

少し思う 
34% 

思わない 
14% 

とてもそう

思う 
20% 

そう思う 
39% 

少し思う 
30% 

思わない 
11% 

・見えない。 
・教科書以外のこと
なら役に立つ。 

とてもそう思う 
13% 

そう思う 
49% 

少し思う 
23% 

思わない 
15% 

・黒板の方がわかる。 
・先生が慣れていない。 

○ ICTを使った授業で、学習への関心
が高まりましたか  

○教科書の図や説明文が大きく映し出
されることで今、何を学習しているか分
かりやすくなりましたか。  

○映像を見ることで、授業の理解
が深まりましたか  

○ ICTで繰り返し学ぶことで知識
の記憶がしやすくなりましたか  

とてもそう

思う 
17% 

そう思う 
41% 

少し思う 
32% 

思わない 
10% 
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・いつも使ってください。 
・とても細かくわかりやすいと思った。 
・授業が楽しく、わかりやすくなった気がします。 
・もっと生徒の発表など有効活用できると思います。 
・ＩＣＴを使うことによって先生の説明がさらにわかりやすくなりよいと思った。 
・特に数学はわかりやすいです。 
・すごくわかりやすくて、どこをやっているかなどわかるからとてもうれしいです。 
・以前は話だけだったけれど、今は見ながら話を聞けるからいい。  
・普通の教科書と違い、動いたりするのがよい。 
・全授業でつかったらもっとわかりやすくなると思います。 
・今何をしているか、どんな風になっているのかわかるのでいいと思います。 
・実物投影機を使うと今、どの図を見ているかがわかりやすくなった。 
・数学や理科の授業でグラフを使っているときはわかりやすい。 
・地理では地形や国の確認がしやすくなって良かったと思う。 
・ＩＣＴを使った授業の方が面白いのでこれからも使ってほしい。 
・映像を見ながら授業をすると、理科とかがわかりやすくなった。 
・数学や理科などはグラフが多いので、授業がわかりやすくなったと思う。 
・黒板に書いてあるのをただノートに写すだけよりもわかりやすくなった。 
 表やグラフなどを見られるからわかりやすい。  
・問題の解説などで活躍するのでいいと思う。 

生徒からの自由意見 

とてもそう思う 
53% 

そう思う 
42% 

少し思う 
5% 

思わない 
0% 

●授業 
・主体的な学び 
（アクティブ・ラーニング） 
ICTを活用し、協働させて 
問題解決を促す 
 
・生徒用パソコンを４０台 
導入する（タブレット型ＰＣ） 
 

次年度は・・ 

学校自己評価より（教員） 
○ ICTを活用するなど、指導方法の
工夫・改善を図っている  



  調査研究 

◎生徒に次のようなアンケートをとり、その結果をまとめた。 

 ○「ＩＣＴを使った授業はわかりやすいです 
  か。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○「タブレットＰＣを使った授業は楽しいです 
  か。」 
  [どんな時に楽しい・分かりやすいと 
   感じますか] 
 ・みんなの意見が見られる 
 ・たくさんの意見が一度に見られる 
 ・手元で画面が見られて集中できる 
 ・データを保存できるので便利に使える 
 ・手軽にどこでも使えるので、パソコンよりも 
  便利に感じる 
 
 
 

  ○「ＩＣＴを使った発表はわかりやすいです 
  か。」 
 
 
 
 
 
 
 

とてもそう思う 
42% 

そう思う 
46% 

少し思う 
9% 

思わない 
3% 

とてもそう

思う 
36% 

そう思う 
51% 

少し思う 
9% 

思わない 
4% 

タブレットＰＣなどのＩＣＴを使うことにより、「考える」ことが「楽しく」な
り、学習への関心が高まるとともに、主体的に学習に取り組むように
なった。 

とてもそう思う 
48% 

そう思う 
33% 

少し思う 
14% 

思わない 
5% 
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２年次の調査 



○「ＩＣＴを活用した授業で、児童・生徒の 
学力が向上していると実感できましたか。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「ICTを活用した授業で、効果があった 
 取り組みは何ですか。」 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「ＩＣＴを活用した授業では、児童・生徒の学
習への関心・意欲が高まりましたか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
   ◎本研究を通して、次の３つについて   
   効果があったと実感することができた 

生徒の学習意欲と学力向上のための指導のあり方 
－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

◎本校の教員対象の調査結果は以下の通りである。 

学力の向上を実感 

学習意欲の向上を実感 

表現力等の伸長に効果 
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学力の向上を実感 学習意欲の向上を実感 

表現力等の伸長に効果 

0 20 40 60 

デジタル教科書を大型提示装置で映し、知

識・技能の定着を図った。 

実物投影機を使用して、表現力等の育成を

図った。 

デジタル教科書を大型提示装置で映し、思考

力・判断力の育成を図った。 

自作コンテンツを大型提示装置で映し、知識・

技能の定着を図った。 

ＤＶＤなどのメディアを大型提示装置で映し、

思考力・判断力の育成を図った。 

インターネットのサイトを大型提示装置で映

し、思考力・判断力の育成を図った。 

自作コンテンツを大型提示装置で映し、思考

力・判断力の育成を図った。 

多くの授業で

感じた 
18% 

向上している

と感じる授業

があった 
59% 

向上している

とあまり実感

できなかった 
23% 

ほぼ８０％の
教員が実感 

多くの授業

で高まった 
50% 

高まった授

業があった 
50% 

高まった授

業はあまり

なかった 
0% 

１００％の教
員が実感 



  成果と課題 

◎今回の研究による授業構造の見直し 

○ＩＣＴを活用する目的を明確にし、
学習効率の視点と学習効果の視点に分
けて考える。 
「時間の短縮」（効率） 
「課題の提示」（共有） 
「教員の説明資料」（効果） 
「学習者の説明資料」（表現力） 
 

○発問・指示について 
・教員が「すべて教える」のではなく、発  
 問で思考力を育てる。 
・思考を広げたり、深めたりするための発 
 問を工夫をする。 
（教員と生徒の一問一答だけで授業を進め 
 ずに、言語活動で生徒同士の教え合いを 
 させる。） 
 

○板書する内容 
・目標・めあて・ねらい 
・発問（中心になる発問は必ず書く） 
・ポイント（説明） 
 →授業を終えた時に、１単位時間で学習 
  した内容を振り返ることができる。 
 （板書をできる限り消さない） 
 

○授業者のセルフチェックの実施 
  授業について、事前、導入、展開、終  
 末、それぞれについて計画的に実施でき 
 たかをチェックした。 

世
田
谷
区
教
育
要
領
に
則
っ
た 

本
時
の
『
目
標
・
ね
ら
い
』 

発問 
説明 
指示 
助言 

ＩＣＴ 

板書 
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 ICTを活用した研究を行ったことで、同時に授業の構造の見直しも進み、生徒同
士が学び合いを行う授業を構築することができた。 
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－授業におけるICTの効果的な活用の研究－ 

◎本研究を終えて 
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○ＩＣＴがもたらす効果 
 
●情報を収集したり選択したりして、ものごとをよ  
  り深く理解することができる。 
●自分の考を文章や表、図にまとめたりすること 
   ができる。 
●自分の伝えたいことを、分かりやすく発表した  
   り表現することができる。 
●繰り返し学習や個別学習によって、知識の定 
   着や技能の習熟を図ることができる。 など 

・授業の目標が明確になり、主体的に授  
 業に参加する生徒が増えた。 
・ＩＣＴの活用により。学習意欲が高まった。 
・ＩＣＴの活用により、授業がわかりやすい  
 と感じる生徒が多数であり、基礎・基本 
 の定着と思考力、表現力が高まった。 
                       など 

・授業の目標に応じて、板書と合わせて 
 ＩＣＴを効果的に活用するようになった。 
・授業の目標に沿った発問をすることで、  
 生徒に思考させる機会が増えた。 
・全教員が実物投影機やデジタル教科書 
 を授業で活用できるようになった。タブ 
 レット型パソコンの活用も増えた。 など 

生徒の変容 教員の変容 

研究を終えて 
 合同研究を進めていくうちに、学力・学習意欲を向上させるために
は、小中の学習の連続性と系統性の理解、ＩＣＴの効率的・効果的な活
用も含めて、授業の構造をあらためて見直すことになった。そして、目
標（ねらい）と発問・板書・ＩＣＴなどの教材・教具を一体とした授業を設
計し、目標達成をめざして指導していくことが大切である。 

 
 
 
 
 
 
 

講義型 
ＩＣＴと板書 

話し合い活動 

○今後の課題 
 
●ICTの機能をいかした学習評価の在り方を 
  継続して追求する。 
●教育の情報化ビジョンに示された授業構造を 
   実現していくために、できる限りＩＣＴ環境の整  
  備を進めていく。 
●今後も、タブレットＰＣをはじめとしたＩＣＴ機器 
   の効果的な活用を追及し、目標とする教育の 
   実現をしていくことが大切である。 



研究に携わった教員 

   

  

平成２５年度 

 
  
 

ご指導いただいた先生方 

校   長   加藤 敏久 
副  校  長   本田 仁 
主幹教諭   三浦 英昭  
主幹教諭   室橋 清志  
主幹教諭   柴田 康正 
主任教諭   山口 守俊 
主任教諭   仙波美智子 
主任教諭   豊嶋 一志 
主任教諭   川島 弘子 
主任教諭   水田 剛 
主任教諭   鈴木 貴子 
主任教諭   相佐妃沙乃 
主任教諭   依田広太郎 
教   諭   藤本佑子 

教   諭   西川 慶介 
教   諭   新井 健泰 
教   諭   羽鳥 一 
教   諭   栗山 幸大 
教   諭   坂本 佳苗 
教   諭   栗橋亜紀子 
教   諭   吉岡 幸子 
養護教諭   菅野 幸枝 
非常勤教員  石野 博資 
講   師   佐藤 教男 
講   師   横山 茂樹 
講   師   青木 淳 
講   師   小山 薫 
講   師   辻 敦子 

平成２４年度 

校   長   加藤 敏久 
副  校  長   本田 仁 
主幹教諭   柳田 拓史
主幹教諭   柴田 康 
主幹教諭   水田 剛 
主幹教諭   黒岩 理恵 
主任教諭   山口 守俊 
主任教諭   小西 宏子 
主任教諭   市川 淳子 
主任教諭   相佐妃沙乃 
主任教諭   依田広太郎 
教   諭   藤本 佑子 
教   諭   加藤 涼 
教   諭   川原 泰寛 
教   諭   平山 恵子 
教   諭   西川 慶介 

教   諭   遠藤 晴久
教   諭   田村 真治
教   諭   栗山 幸大 
教   諭   曽根 岬大
教   諭   坂本 佳苗 
教   諭   栗橋亜紀子 
教   諭   玉山奈々 
教   諭   小嶋紗代子
教   諭   片桐 雄樹
教   諭   武井明希子
養護教諭   菅野 幸枝
非常勤教員  石野 博資

講   師   佐藤 教男
講   師   横山 茂樹
講   師   青木 淳 
講   師   西巻 竜太 

教育指導課長  橘 太造 
統括指導主事  今田 敏弘 
指導主事主事  栗林 大輔 
指導主事主事  松倉淳之介 
指導主事主事  杉谷 努 
指導主事主事  鵜澤由季子 

副参事主事詩  滝渕 正史 
統括指導主事  青鹿 和裕 
指導主事主事  阪田 敦子 
指導主事主事  青木 聡子 
指導主事主事  宇田川裕美 
              （敬称略） 

信州大学教育学部教授  東原 義訓 

○ 
○ 

◎ 

○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

◎‥研究主任、○‥研究委員 
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